
平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度    第一回長野市第一回長野市第一回長野市第一回長野市社会福社会福社会福社会福祉審議会障害者福祉専門分科会祉審議会障害者福祉専門分科会祉審議会障害者福祉専門分科会祉審議会障害者福祉専門分科会    会議概要会議概要会議概要会議概要 

開   催  日  時 平成２１年１０月２日（金） 午前１０時から正午 

開   催   場  所 ふれあい福祉センター５階 会議室 
委    員    出    席    者 １１名（欠席委員３名） 

傍聴者・報道関係者 傍聴者 ０名 

事  務  局  出  席  者 障害福祉課長、他障害福祉課職員１０名 
公  開  ・  非  公  開 公 開 
分科会内容（概要） １ 開会 

２ 保健福祉部長あいさつ（部長代理 竹内障害福祉課長） 
３ 専門分科会会長選出    ……芝波田委員を選出 
４ 議 事 
（１） （仮称）長野市障害者基本計画策定について 

ア）先進地視察研修について 
 ・「障害者基本計画 先進地視察比較表」（資料１）に沿って各
都市の策定体制やスケジュール等視察結果報告を行った。 

イ）今後のスケジュールについて 
 ・「平成 21 年度（仮称）長野市障害者基本計画の今後のスケジュ
ール（案）」（資料２）を用いて、これからのスケジュールの説
明を行うとともに今後の策定体制（案）の説明を行った。 

ウ）アンケート調査実施について 
 ・「障害者基本計画策定に関わるアンケート調査実施について」
（資料３）を用いて、今年度行う予定のアンケート調査について
説明を行った。 

（２） その他 
・「肝臓機能障害の範囲について」（資料４）を用いて、平成 22
年 4 月から身体障害者手帳の範囲とされる肝臓機能障害について
説明を行った。 

＜質疑・要望等＞ 
・ （仮称）長野市障害者基本計画の策定体制（案）についての中
で、「長野市障害ふくしネット参加者は、施設等が中心と思う
が、障害者の参加はあるのか。また、計画策定には障害者の参加
が必要」との質問があり、事務局から「障害者の方はふくしネッ
トの専門部会の中に当事者部会というものがあり、そこには自由
に参加できる。また、ワーキンググループは、現在の専門部会を
活用するが、メンバーについては、各部会に新たに一般、障害者
の参加を考えている。ワーキングのメンバーについても委員の皆
さんからの意見をいただきたい」との回答があった。 

・ 「今回の計画策定については、原案があって策定するのか」との
質問があり、事務局から「今回の計画は全く白紙の状態からの策
定となるが、現行の計画があるので、これを参考にする」との回
答があった。 

・ アンケート調査について、「障害者アンケート 3,000 人は障害手
帳保持者の障害種別のパーセンテージに合わせて配布するのか。
割合に合わせて配布してほしい」との質問があり、事務局から
「現在のおおよその障害手帳保持者 身体 16,000 人、知的 2,600
人、精神 1,900 人の比率に応じた数でアンケート調査を配布して
いきたいが、3,000 人にアンケート調査を実施するという数につ
いても今後検討いただきたい。障害者のアンケートについては来
年 2月から検討していく予定である」との回答があった。 

５ 閉会 


